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研究成果の概要（和文）：　日本では、学校の教師が参加し、研修を積む場として校内の研究会がある。筆者は、ある
中学校において校内研究がどう組織され、そこにそれぞれの役割を担った管理職、研究主任、教員がどのようにかかわ
っているか、また教員がそこでどんな学びをしているか明らかにした。
　まず、校長がどのようなビジョンのもとに専門家共同体を作っていくかが重要である。教師たちは自らの来歴の中で
授業スタイルを形成しているが、校内研究によって、自らの授業スタイルを自覚し、必要ならば自己変革をする。自己
変革の一つの契機が子どもたちの声である。校内研究は教師たちに研鑽と自己変革の場を与えるが、それを実質化する
のが、同僚性の構築である。

研究成果の概要（英文）： In Japan, there is an inside research meeting which the teacher of a school parti
cipates and stacks training. The writer showed clearly how school-grounds research was organized in a cert
ain junior high school, and the management, lead researcher, and teacher who played each role there are co
ncerned how, or what kind of learning the teacher is doing there. First, it is important whether the princ
ipal makes the specialist community on the basis of what kind of vision. Although teachers form the teachi
ng style in their career, by school-grounds research, it is aware of its lesson style, and if necessary, a
 self-change will be carried out. One opportunity of a self-change is children's voice. Although school-gr
ounds research gives teachers the place of study and a self-change, and construction of coworker nature su
bstances it.
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１．研究開始当初の背景 
 
従来の授業研究は、授業が目的とする能力
形成や教科内容習得に、手段としてどのよう
な教材や学習活動が有効か、という目的─手
段関係を基本枠組みとした視点をとる傾向
が強かった。しかし近年、教育方法学におい
ては、授業の「技術主義的な把握」に対する
再検討の機運が高まり、教師論としての教師
のライフヒストリー研究とミクロな授業研
究との間にクロスオーバー的な研究領域、す
なわち「授業スタイル」の構築を教師のライ
フヒストリーの文脈の中で理解しようとす
る研究領域が成立してきている(森脇 2004)。
この流れは、1980 年代の「新しい」教育社
会学の誕生とともに生まれ、教師論研究とし
ての教師のライフヒストリー研究としてそ
の一翼を担ってきた(高井良健一 1995)。その
成果に学びながらも筆者の問題意識は、教師
個人の授業変革史、とりわけ教師の実践経験
と観の形成、授業スタイルの変革の過程をラ
イフヒストリー的アプローチをとることに
よって明らかにすることにある。そこで得た
一つの仮説は、観の形成、授業スタイルの変
革の過程は、できごととの出合い、あこがれ、
そしてこだわりによって促進されること、そ
して観と授業スタイルの形成が同時に進行
することである。 
 授業スタイルがはっきりと形成されてい
ない時期とは「観」も明確になっていない時
期である。「観」は教師として、実践的な経
験の中で「できごと」と出会い、「あこがれ」
を持ち、「こだわり」を持つことで形成され
る。「観」は技術・方法を選び構造化してい
く。この逆の場合もある。つまりある方法・
技術にこだわることで「観」が形成されると
いう場合である。いずれにせよ、授業スタイ
ルと「観」の形成は同時進行の関係にある。
二つ目は、教師が個々の個性的な授業スタイ
ルを持つ一方、共通した基本的な技量も存在
する、ということである。例えば学習者の理
解の道筋や躓きを予測し、内容を修正したり
教え方を工夫したりすることである。 
 校内研究会は学校における教師文化の伝承
の場であり、授業者にとって授業の計画・実
施・検討は自らの観や授業スタイルを見直す
契機になる「できごと」との出会いのチャン
スである。また検討に参加している教師にと
っても上と同じことが言える。 
その具体的なありようを、同僚との協働で
の授業づくり、また検討会における議論を
個々の教師の受け止め方に即して明らかに
することがライフヒストリー的なアプロー
チによって可能になる。 
 
 
２．研究の目的 
 
1. まずは三重県内のいくつかの小中学校を選び
（すでに著者は数校の学校に複数年校内研究会

のアドバイザーとして信頼関係を築いてきてい
る）、その学校の教師がどのように基本的な力量
を獲得していくのか、ライフヒストリー的アプ
ローチによって、校内研究会を一つの画期とし
た授業スタイルの形成と変容の歴史を個別事例
研究として積み重ねる。さまざまな世代（現在
20～60代で計 20人前後の）の教師にインタビ
ューを行いモノグラフ化する。 

2. 一方で校内研究会の記録も蓄積をしていく。モ
ノグラフ作成の中で、例えば多くのその学校の
教師が影響を受けたという校内研究会における
発話記録やシステムをその他の校内研究会と比
較対照し、その要因を明らかにする。また、ア
ジア各国（中国、タイ）の学校における教員の
研修制度、および校内研究会の視察し、教員の
力量形成の場としての校内研究会の機能と課題
を明らかにすると同時に日本における校内研究
会の特質を明らかにする。そこまでが１年目の
課題である。 

3. 2,3 年目の研究期間後半においては、さらにモ
ノグラフや海外視察を積み重ねながら、個別事
例研究を超えて、教師が観や授業スタイルを確
立する上においてどのような校内研究会を経験
することが授業スタイル確立の契機になるのか、
そのあり方とデザインについて提言をする。 

 
 
３．研究の方法 
 
研究の方法として第一点はライフヒストリー的
アプローチにより、授業者の授業スタイルの形成
過程を授業者自身の意図や意味づけとの関連でと
らえることができ、教師個人の歴史的、文脈的な
理解が可能になる。こうした研究結果としての事
例は、具体性ゆえに、その事例に出会う他の教師
に、事例と自らの授業実践経験を対照させて、自
身の経験をふり返る契機を提供できる可能性をも
ちえる。事例のもつこの性格を、ある個別的な事
例に出会った者が自らの経験との類似を見出せる
という意味で、典型性と呼ぶならば、個々の事例
研究が典型性を持ち得たとき、個々の教師にとっ
ては充分意味をもつモノグラフになる。第二点は、
事例研究の個別性を超えて授業スタイルの形成を
核とした教師の力量に対してすべての教師が参加
する校内研究会がどのような役割を担ってきたの
か、その意義、意味を再確認できることである。
こうした研究は、校内研究会に参加するとともに
教師の授業の参加観察とともにライフヒストリー
インタビューを行い、教師の授業スタイルの形成
に教師文化がどのような影響を与えたかを明らか
にする。 
 
 
４． 研究成果 
 
1.まず大きな研究の成果としては、ある小規
模（各学年 2クラスずつ、教員十数名）の
公立中学校において、校内研究会に参加し、
授業を参観・記録すると同時に授業検討会
に参加し記録をとった。また同時にアドバ



イスを行うという役割も著者は果たした。
そしてまた管理職（校長）をはじめ、数名
の中学校の教師にインタビューを行うこ
とができた。 
 
この中で明らかになったことの一つは学
校が授業を核として改革を行っていく際、
きわめて重要なのが、校長のリーダーシッ
プであり、そのリーダーシップの発揮の仕
方であることである。教師が学び合いを行
っていくための専門職共同体を結果的に
はつくることができたのは、校長のビジョ
ンと教師たちへの願いであった。中学校の
場合、教科の壁や授業以外の活動への忙殺
が授業研究そのものをこれまで低調なも
のにしてきたが、校長のリーダーシップ如
何によっては、授業を核として教師たちの
専門職共同体を構築することができるこ
とが事例によって明らかになった。 
2.教師たちへのインタビューを通してあき
らかになったのは、それぞれの教師が、自
らの来歴の中で、授業スタイルを形成して
いきているのだが、共有された研究テーマ
をもとに校内研究会が組織された場合に
は、その授業スタイルはあらためて問い返
しをされ、自らの授業スタイルを修正した
りあるいはまったくこれまでとは違った
ものに変革していく場合もある。また授業
スタイルを維持する場合にも、あらためて
自分の授業スタイルの意味を問うという
ことになることである。 
こうしたことは、業績、図書の３に集大成
として上梓された。 
3.筆者はこの間、上述の中学校だけではなく、
三重県内の小学校の校内研究会にもかか
わり、さらには、タイの小学校の授業参観、
および校内研究会に参加した。その中で、
教師の学びの場だけではなく、自らの授業
スタイルの問い返しの場としての校内研
究会の役割を明らかにすることができた。 
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